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日 本 物 理 学 会 第 4 0 回 年 会  1 9 8 5 年 3 月 京 都 大 学 京 都
ク オ ー ク 非 閉 じ 込 め 相 転 移 1 , 弦 模 型,
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 8 6 年 1 0 月 甲 南 大 学 神 戸
ク ォ ー ク 非 閉 じ 込 め 相 転 移 Ⅱ , バ ッ グ 模 型 と 表 面 張 力
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 8 6 年 1 0 月 甲 南 大 学 神 戸
S P S コ ラ イ ダ ー 領 域 で の 多 重 度 一 横 運 動 量 相 関 の モ ン テ カ ル ロ 解 析
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 8 6 年 1 0 月 甲 南 大 学 神 戸
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37SPSコライダー領域での限定区問多重度分布のモンテカルロ解析
高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1986年10月甲南大学神戸
ハドロンーハドロン衝突による多重発生のモンテカルロ シミュ ヨン
高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1986年10月甲南大学神戸
From a constituent Quark Modelto a Monte carlo sjmulation (invited talk)
F.Takagi
Thesha11dongworkshop onMultiparticleproduction, June「Iuly 1987,shandong,
PRC
半包含的ラピディティ分布の多重度依存性
高木富士夫、塚本龍男
日本物理学会秋の分科会 19釘年10月宇都宮大学宇都宮
シミュレーションラピデイテイ密度のゆらぎのモンテカルロ
高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 19釘年10月宇都宮大学宇都宮
エントロピー最大化による半包含的ラピディティ分布の決定
高木富士夫,塚本龍男
日本物理学会第43回年会 1988年4月日本大学工学部郡山
ハドロン気体の模型とバリオン感受率
河野宏明,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1988年10月愛媛大学松山
トリノ原子核反応、における中問子一反跳陽子相関とformationlen宮th'ニユー
石井千かい,斎藤晃一,高木富士夫
日本物理学会第"回年会 1989年3月東海大学湘南校舎平塚
クォーク.グルオン流体のスケーリング解の安定性
河野宏明,丸山政弘,斎藤晃一,高木富士夫
日本物理学会第妬回年会 1990年4月大阪大学豊中キャンパス豊中
ハドロンの多重発生における間欠性とフラクタル次元
高木富士夫
日本物理学会第45回年会 1990年4月大阪大学豊中キャンパス豊中
弦模型と平均多重度積分方程式
高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1990年10月奈良女子大学奈良
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15
43
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45
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ハ ド ロ ン 多 重 度 に 伴 う エ ン ト ロ ピ ー ど 情 報 量 次 元
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 春 の 分 科 会  1 9 9 1 年 3 月 東 京 理 科 大 学 東 京
A  M i c r o s c o p i c  A p p r o a c h  t o  H a d r o n i z e t i o n  o f Q u a r k  G l u o n  p l a s m a  v i a  M i x e d
P h a s e
M . M a r u y a m a ,  F . T a k a g i a n d  H . K o u n o
I n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o n  H i g h  E n e r g y  N u c l e a r  c 0 1 1 i s i o n s  a n d  Q u a r k
G l u o n  p l a s m a  J u n e  1 9 9 1 ,  K y o t o
E n t r o p y  a n d  M u l t i f r a c t a l  s t r u c t u r e  a s s o c i a t e d  W 辻 h  H e d r o n i c  M u l t i p l i c i t y
D i s t r i b u t i o n s
( i n v i t e d  t a l k )
F . T a k a g i
X X 1 1 n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  M u l t i p a r t i c l e  D y n a m i c s ,  s e p t . , 1 9 9 1 ,  w u h a n ,
C h 加 a
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混 合 相 に よ る ク オ ー ク ・ グ ル オ ン ・ プ ラ ズ マ ー ハ ド ロ ン 相 転 移 の 微 視 的 記 述
丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫 , 河 野 宏 明
日 本 物 理 学 会 第 4 6 回 年 会  1 9 9 1 年 9 月 北 海 道 大 学 札 幌
C o n s e N a t i o n  o f E n e r g y ,  F l a v o r  a n d  E n t r o p y i n  H a d r o n i z a t i o n  o f Q u a r k - G l u o n
P l a s m a
F . T a k a g i
R I K E N  s y m p o s i u m  o n  o n  p h y s i c s  o f H i g h  E n e r g y  H e a v y  l o n  c 0 Ⅱ i s i o n s ,  J a n . ,
1 9 9 2 , 訊 l a k o
陽 子 の パ ー ト ン 分 布 に 対 す る パ ウ リ 原 理 、 中 問 子 雲 、 閉 じ 込 め の 効 果
小 久 保 温 , 丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 第 4 7 回 年 会  1 9 9 2 年 3 月 慶 應 義 塾 大 学 日 吉 校 舎 横 浜
多 重 発 生 の 統 計 模 型 と エ ン ト ロ ゼ ー
丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 第 4 7 回 年 会  1 9 9 2 年 3 月 慶 應 義 塾 大 学 日 吉 校 舎 横 浜
混 合 相 を 経 た ク オ ー ク ・ ハ ド ロ ン 相 転 移 の 微 視 的 記 述
降 籏 志 お り , 丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 第 4 7 回 年 会  1 9 9 2 年 3 月 慶 應 義 塾 大 学 日 吉 校 舎 横 浜
高 エ ネ ル ギ ー 原 子 核 衝 突 に お け る エ ン ト ロ ゼ ー 生 成
丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 2 年 1 0 月 新 潟 大 学 五 十 嵐 キ ャ ン パ ス 新 潟
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57ハドロン多重度分布のスケーリング則とフラクタル次元
高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1992年10月新潟大学五十嵐キャンパス新潟
高エネルギー原子核衝突実験における高温物質のフリーズアウト時問
河野宏明,王森智裕,高木富士夫,丸山政弘、斎藤晃一
日本物理学会第48回年会 1993年3月東北大学川内キャンパス仙台
高エネルギー原子核反応における多重発生とエントロピ
丸山政弘,高木富士夫,河野宏明,斎藤晃一
日本物理学会第48回年会 1993年3月東北大学川内キャンパス仙台
ハドロン多重度分布のマルチフラクタル構造
高木富士夫
日本物理学会第48回年会 1993年3月東北大学川内キャンパス仙台
統計模型による多重発生のシミュレーシ"ン
長田剛,丸山政弘,高オぐ富士夫
日本物理学会第48回年会 1993年3月東北大学川内キャンパス仙台
高エネルギー原子核衝突実験における生成粒子のハドロン化時問とフリーズ・ア
ウト時問
河野宏明,三森智裕,高木富士夫,丸山政弘、斎藤晃一
日本物理学会秋の分科会 1993年10月高知大学朝倉キャンパス高知
高エネルギー原子核反応における粒子生成とエントロピー
丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 19船年10月高知大学朝倉キャンパス高知
相対論的複合系一弦から流体までー
高木富士夫,丸山政弘
日本物理学会秋の分科会 1993年10月高知大学朝倉キャンパス高知
統計模型による多粒子相関の解析
長田剛,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1663年10月高知大学朝倉キャンパス高知
フラックス・チューブ模型によるハドロンの構造関数の計算
小久保温,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会第四回年会 1994年3月福岡工業大学福岡
クォークグルオンプラズマのシグナルとしてのハドロン多重度
高木富士夫
日本物理学会第四回年会 1994年3月福岡工業大学福岡
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フ ラ ッ ク ス ・ チ ュ ー ブ 模 型 に よ る パ ー ト ン 分 布 の 計 算
小 久 保 温 , 丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 4 年 1 0 月 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン パ ス 山 形
6 9
フ ァ ク ト リ ア ル モ ー メ ン ト に よ る ゆ ら ぎ 分 析 の  1 次 お よ び 0  次 へ の 拡 張
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 4 年 1 0 月 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン パ ス 山 形
7 0
陽 子 . ( 反 ) 陽 子 衝 突 に お け る 多 重 発 生 の 統 計 模 型 シ ミ ユ レ ー シ ヨ ン
長 田 剛 , 丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 4 年 1 0 月 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン バ ス 山 形
7 1
D i s o r i e n t e d  c h i r a l c o n d e n s a t e S  か ら の ノ 、 ド ロ ン 生 成
石 原 正 道 , 丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 4 年 1 0 月 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン パ ス 山 形
7 2
T h e  c o n s t i t u e n t  q u a r k  m o d e l  f o r  h i g h  e n e r a y  n u c l e u s - n u c l e u s  c 0 1 1 i s i o n s
T a e - k e u n c h o i , 丸 山 政 弘 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 4 年 1 0 月 山 形 大 学 小 白 川 キ ャ ン パ ス 山 形
7 3 .
T h e  R o l e  o f M u l t i p a r t i c l e  p r o d u c t i o n  p h e n o m e n 0 1 0 g y  i n  Q u a r k - G l u o n  p l a s m a
S e a r c h
F . T a k a g i
1 9 9 4  Y I T p w o r k s h o p  o n  T h e o r e t i c a l p r o b l e m s  a t t h e  l n t e r f a c e  o f p a r t i c l e  a n d
N u c l e a r  p h y s i c s
" F r o m  1 1 a d r o n i c  M a 此 e r t o  Q u a r k  M a 恍 e r :  E v o l v i n g v i e w  o f H a d r o n i c  M a t t e r "
O c t . - N O V . , 1 9 9 4 ,  K y o t o
7 4 .
H a d r o n  s t r u c t u r e  F u n c t i o n  i n  F I U X  T u b e  M o d e l
A . K o k u b o ,  M . M a r u y a m a  a n d  F . T a k a g i
1 9 9 4  Y I T p  w o r k s h o p  o n  T h e o r e t i c a l p r o b l e m s  a t t h e  l n t e r f a c e  o f p a r t i c l e  a n d
N u c l e a r  p h y s i c s
" F r o m  H a d r o n i c  M a t t e r t o  Q u a r k  M a t t e r :  E v o l v i n g v i e w  o f H a d r o n i c  M a t t e r "
O c t . - N O V . , 1 9 9 4 ,  K y o t o
7 5 . ク ォ ー ク . グ ル ー オ ン ・ プ ラ ズ マ が 生 成 さ れ た 時 の ハ ド ロ ン 多 重 度
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 第 5 0 回 年 会  1 9 9 5 年 3 月 神 奈 川 大 学 横 浜 キ ャ ン パ ス 横 浜
7 6 .  s p a c e - T i m e  E v o l u t i o n  i n  H i g h  E n e r g y N u c l e a r  c 0 1 1 i s i o n s s c e n a r i o s  o f Q u a r k -
G l u o n  p l a s m a  F o r m a t i o n  a n d  H a d r o n i c  s i g n a l s - ( i n V 辻 e d  r e v i e w  t a l k )
F . T a k a g i
I n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  Q u a n t u m  l n t e r f e r o m e t r y s t u d i e s i n  H i g h - E n e r g y
N u c l e a r  c o l H s i o n s
A p r . , 1 9 9 5 ,  H i r o s h i m a
フフ' QGP シグナルとしてのDisoriented chiralcondensates
石原正道,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1995年9月中部大学春日井
78.クォーク.グルーオン.プラズマ事象におけるハドロン多重度
高木富士夫
日本物理学会第51回年会 1996年3月金沢大学角間キャンパス玉沢
79.高温高密度におけるカイラル転移と有効ポテンシャル
桐山治,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1996年10月佐賀大学佐賀
80.非平衡過程における相関関数の射影演算子法による計算
小出知威,高木富士夫,丸山政弘
日本物理学会第52回年会 1997年3月名城大学名古屋
81.有効ポテンシャルにおけるカレント質量の影響
桐山治,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1997年9月東京都立大学八王子
82'中問子イールド比におけるクーロン効果と粒子生成の時空構造
長田剛,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1997年9月東京都立大学八王子
19
83'非平衡過程における質量の繰り込み
小出知威,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1997年9月東京都立大学八王子
84, イールド比におけるクーロン効果と粒子生成源の膨張の効果π
長田剛,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会第53回年会 1998年4月東邦大学習志野キャンパス船橋
87.ハドロン弦模型による崩壊幅の計算
岩崎正春,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1998年10月秋田大学秋田
85. squeezed state とParticle-antiparticle correlation
小出知威,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会第53回年会 1998年4月東邦大学習志野キャンバス船橋
86. QCD有効理論におけるカイラル相転移と媒質効果
桐山治,丸山政弘,高木富士夫
日本物理学会秋の分科会 1998年10月秋田大学秋田
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カ イ ラ ル 相 転 移 に お け る 座 擦 の 効 果
石 原 正 道 , 高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 8 年 1 0 月 秋 田 大 学 秋 田
ク ォ ー ク ・ グ ル ー オ ン ・ プ ラ ズ マ の ハ ド ロ ン 化 に お け る 過 冷 却 と 再 加 熱
高 木 富 士 夫
日 本 物 理 学 会 秋 の 分 科 会  1 9 9 9 年 9 月 島 根 大 学 松 江
8 9
V . 婁 評 ・ 紹 介
Ⅵ . 解 説 ・ 評 論 等 ( 新 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 、 事 典 の 執 筆 等 )
1 . 戦 争 学 の す す め
高 木 富 士 夫
2
飛 び 入 学
高 木 富 士 夫
国 立 大 学 改 革
高 木 富 士 夫
3
続 ・ 明 日 の 君 達 へ 大 学 人 の 戦 争 体 験
東 北 大 学 生 活 協 同 組 合  1 9 8 9 年
物 理 教 育 第 4 5 巻 第 5 号  1 9 9 7 年
河 北 新 報 ( 朝 刊 )
論 壇 平 成 1 3 年 8 月 2 2 日
